
 

 

 

 

桜のはなびらの中、晴れやかな入学式でした。 
 

 令和８年４月７日（火）、北区立稲付中学校第 80回入学式を多数のご来賓、保護者の皆様に見守られながら
挙行いたしました。新入生 116名は一人一人の呼名に対して「はい！」と力強く返事をし、颯爽と立ち上がり
ました。その姿からは中学校生活へのやる気が感じられました。新入生代表の誓いの言葉では堂々と中学校生
活への思いを語ってくれました。また、在校生代表の歓迎の言葉では先輩として緊張している新入生たちを優
しく包み込むように話してくれました。新入生はきっと先輩たちにやさしさを感じたことでしょう。保護者の
皆様、ご来賓の皆様、入学式にご参列いただき心から感謝申し上げます。 

 
成長への環 つながりの和 地域との輪 

稲付中学校だより～自律と自立～ 
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令和８年４月 1６日 

校 長 名取 秀康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度入学式 式 辞 
 

 本日、北区立稲付中学校第８０回入学式を挙行するにあたり多数の御来賓の皆様の御臨席を賜り、ま
た、多くの保護者の皆様の御列席をいただきましたことは誠に有り難く、高い所から甚だ恐縮ではござい
ますが、厚く御礼申し上げます。ありがとうございます。～省略 
 稲付中学校の一員となった皆さんに私から二つのことをお話しします。一つは「自律」と「自立」で
す。皆さんは１０年後どんな自分になっていたいですか。１０年後どんな社会人、どんな大人になってい
たいでしょうか。１０年後にもっとこんな大人になっていたかったといってもどうにもなりません。しか
し、今からなら１０年後の自分をプロデュースすることができるのです。そのために身に付けるべきこと
が「自律」です。自律とは、自分の生活の中に自分なりの目標や課題を設定し、その目標・課題を達成す
るための道筋を自分で考え、自分で決め、自分の意志で取り組んでいくことです。皆さんが、自分はどう
なりたいのか、そのために何をどのようにすればよいのかを自分で決め、自分で考えて行動していくこと
で「自立」した一人の大人、社会人に近づいていけるのです。 
 ここでこの冬開催されたミラノ・コルティナ冬季オリンピック大会に出場したある選手のお話をしま
す。スノーボードハーフパイプに出場した平野歩夢選手です。ご存じの通り彼は前回の北京オリンピック
で見事金メダルを獲得しています。そして、今大会ではもちろん２連覇をかけて準備・練習を続けてきま
した。しかし、オリンピック前のワールドカップ第５戦の決勝で顔面や下半身を強打する転倒をし、複数
箇所の骨折と打撲をしています。誰もがオリンピック出場は難しいだろうと思う中、彼だけはあきらめま
せんでした。何とか大会の３日前に出場できる状態にまで身体を戻すことができたのは奇跡としか言いよ
うがありません。そして、その満身創痍の状態でも目標はあくまでも金メダル、決してあきらめていませ
んでした。それが証拠に彼は無難な技で終わろうとはせず、予選と決勝では違う技を繰り出し、決勝では
なんと今まで雪上でやったことにない技にもチャレンジしました。身体が万全ではない中、滑走中に万が
一転倒したら前回以上の大けがにつながるという不安と恐怖があったそうです。しかし、常に変化し、成
長し続ける自分であるために自分で決め、自分の意志でチャレンジしたとのことです。正直、結果には納
得していないようです。でも、大会後の彼のインタビューを観ていると「悔しさ」は感じられず、清々し
さを感じたのは私だけでしょうか。きっと、大会出場も滑走中の技の決定も自分で考え、納得し、自分の
意志で決めたからなのでしょう。彼の姿勢に「自律」と「自立」の見本があるように感じます。 
 そして、もう一つは「挨拶」です。皆さんの先輩たちはこの稲付中学校で素敵な挨拶を身に付けてきま
した。では挨拶って何だろう、何のためにするのでしょうか。考えたことがありますか。私が考える挨拶
は「おはよう」「こんにちは」とただ単に言葉を交わすだけではなく、その時々の気持ちを込めることに
意味があるのだと考えています。例えば、朝「おはようございます」と挨拶をするときには「今日も元気
に頑張りましょう。」とか、「さようなら」と挨拶するときには「また、明日元気に会いましょう」という
気持ちを込めるということです。すると挨拶をするときには自然と笑顔になり、相手も自分を大切にして
くれていると感じてくれることでしょう。 
 想像してみてください。皆さんの素敵な挨拶で相手の心の中にポッと温かさが生まれたら。きっと皆さ
んの心も温かくなるはずです。そして、皆さんの素敵な挨拶でこの稲付中を明るく温かい雰囲気の学校に
していきませんか。現に、あなたたちの先輩である２年生、３年生もそれを実践しています。新入生の皆
さんもきっとできるはずです。先ほどの呼名に対する返事をする姿を見て確信しました。 
 保護者の皆様、本日は、お子様のご入学、誠におめでとうございます。中学校３年間は、心身ともに成
長著しい、極めて多感な時期です。幼少期の頃とは違い、自ら考え、自らの意志で行動します。一筋縄で
はいきません。しかし、まだまだ未熟な面も多く、おそらく様々な出来事があることでしょう。しかし、
どうかどんなに苦しいことがあってもお互い、お子様と正面から向き合い、協力して、お子様とともに前
へ進んでいきましょう。私たちが良好な関係を築き、互いに尊重し合いながら共に育てていくこと、これ
こそがお子様の安心した中学校生活につながるのではないでしょうか。どうぞ３年間よろしくお願いいた
します。 
 結びになりました。子どもは、家庭、学校、地域で育つといわれます。地域の皆様にも子どもたちの健
全育成の場や活躍の場をたくさん提供していただいております。また、学校行事ではご来校いただき、子
どもたちの活躍をご覧になっていただいております。今後もどうか、時には厳しく時には優しくご指導い
ただけたら幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 保護者の皆様、地域の皆様にこれからの３年
間、教職員一同、新入生の教育に全力を尽くすことをお誓い申し上げ、学校長としての式辞とさせていた
だきます。 

令和８年４月７日 

北区立稲付中学校 校長 名取 秀康 



 

＜＜4 月の主な学校行事＞＞ 

６ 月 着任式 始業式 21 火 避難訓練 

７ 火 第 80回入学式 23 木 3年全国学力学習状況調査（国・数・英・調査） 

９ 木 部活動説明会 24 金 ネットトラブル防止教室 

17 金 北区基礎・基本定着度調査 28 火 3年全国学力学習状況調査（英・話すこと） 

20 月 生徒会朝礼（委員認証式）・保護者会    

 

～誓いの言葉～ 
 
暖かな春の陽気に包まれ、本日、私たち百十六名は稲付中学校に入学しました。 

 本日は私たち新入生のために素晴らしい入学式を開いていただき、ありがとうございます。小学校の入学
式は、直前にコロナの流行が始まり、様々な制限の中行われたので、本日このようにたくさんの方々に囲ま
れて中学校に入学できることを心からうれしく思います。 
 先日卒業した兄の姿を見て、中学校に対して様々な期待と不安が芽生えました。不安は学習面です。小学
校でも勉強が苦手な私がさらに難しい中学校の授業についていけるか不安があります。ですが、私の大好き
な運動会などの行事への大きな期待もあります。中学校の行事は自分たちで様々なことを決めて作りあげて
いくと聞いたので、とても楽しみにしています。 
 これから始まる中学校生活で私には頑張りたいことが二つあります。一つ目は部活動です。私は小学校で
行われたアスレチックチャレンジで仲間と励まし合いながら高めていく大切さを学びました。稲付中にはス
ポーツに限らず、様々な部活動があるので、自分がどの部活動に入っても仲間と協力して目標に向かって頑
張りたいです。 
 二つ目は、定期テストです。小学校では定期テストがなかったため、中学校では、今までとは違う勉強の
仕方をしなければいけません。私はぎりぎりになって焦ることが多かったので、これからは計画性を身に付
け主体的に勉強に取り組むことを目標とし、頑張りたいと思います。 
 私たち新入生は稲付中学校の一員として三年間の中学校生活をより充実したものにするため、仲間と協力
し、助け合い努力することをここに誓います。 
 先生方、先輩方これからどうぞよろしくお願いします。 

 令和８年４月７日 
                                        新入生代表生徒 

 

～第８０回 入学式 歓迎の言葉～  
 

うららかな春の日差しを感じる季節となりました。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。（お
辞儀）本日より皆さんとともに稲付中学校での新たなスタートを切れることを心より嬉しく感じておりま
す。では、新たに始まる中学校生活とは、どんな世界なのでしょうか。 
まず、授業。中学校の授業は教科ごとに先生の異なる教科担任制で行われます。その分野に優れた知識を

もった先生の温かいご指導のもと、より専門的な知識を養えます。 
 次に、委員会活動。本校には、８つの専門委員会があり、どの委員会も一人ひとりの生徒の声を大切に、
より良い学校生活を創り上げることを目標に活動しています。 
 さらに、部活動。本校の部活動は、部員どうしが支え合い、切磋琢磨しながら活動しています。そんな部
活動を通して自分の技術を向上させるだけでなく学年を超えた人との関わり方を学ぶことができます。 
 そして、生徒会本部。生徒会本部は、生徒が自立して会議を行い、専門委員と同様に、より良い学校生活
を目指して活動しています。その活動は多岐にわたり、エコキャップ運動やユニセフ募金活動、朝礼準備や
式、行事運営などを行っています。 
 その他、様々な学校行事。本校には、運動会や学習展示会、合唱コンクールなどの学校行事があります。
行事という大きな舞台で個性を尊重しあいながら真剣に取り組むその一体感こそが私たちの誇りです。 
 さて、皆さんは、これから始まる学校生活にどんな思いを抱いているのでしょうか。私は、新入生だった
とき、クラスに馴染めるか、勉強についていけるか、正直不安に思っていました。そんなとき、私を支えて
くださったのは、稲付中学校の先輩方でした。先輩方は、新入生だった私たちに、寄り添い優しく接してく
ださりました。私たち在校生は、私たちが支えられてきたように、新入生のみなさんを全力で支え、応援し
てまいります。だから、安心して勇気を出して一歩踏み出してみてください。そこには、色鮮やかな新しい
世界が皆さんを待っています。 
 最後になりましたが、新入生の皆さんの今後のさらなる飛躍とご健康をお祈りし、歓迎の言葉といたし
ます。                                  令和８年４月７日 

在 校 生 代 表 生 徒 

 


